
１
．は
じ
め
に

　

芝
浦
工
業
大
学
は
「
社
会
に
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
実
践
的
技

術
者
の
育
成
」
を
建
学
の
理
念
と
し
て
、
１
９
２
７
年
に
東
京
高

等
工
商
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
、
学
生
数
約
８
０
０
０
名
の
単

科
大
学
で
あ
る
。「
実
学
教
育
」
の
伝
統
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
教
育・
研
究
お
よ

び
よ
り
良
い
環
境
の
創
生
を
め
ざ
す
キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
グ
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
称
し
、
こ
れ
を
継
続
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

の
運
用
状
況
と
、
教
育
研
究
の
状
況
の
２
面
か
ら
概
観
す
る
。

２
．Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
の
経
緯
と
特
徴

　

本
学
は
豊
洲
、
大
宮
、
芝
浦
の
３
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
な
る
が
、

こ
の
う
ち
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
２
０
０
１
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認
証
を
取
得
し
た
。
以
後
４
回
の
更
新
を
重
ね
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を

導
入
し
て
か
ら
満
15
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に

改
定
さ
れ
た
環
境
方
針１に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
要
求
事
項
の
ほ
か
に
２

つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
約
半
分
が
雑
木
林

で
あ
り
、
周
辺
が
宅
地
開
発
さ
れ
る
中
で
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
地

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、「
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
す
る
豊
か
な
武
蔵

野
の
自
然
の
効
用
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
に
配
慮

し
た
空
間
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
と
謳
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
「
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
は
、
環
境
に
関
わ
る
教
育

を
受
け
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
し
、
自
主
的
に
環
境
保
全・

改
善
活
動
に
努
め
る
」
と
謳

う
こ
と
に
よ
り
、
商
標
登
録
し
た
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

小
特
集

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

―
芝
浦
工
業
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
例

―

中
口 

毅
博
●
芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授図表１　環境目標と2013年度実績

2006年度　豊洲キャンパス開校により工学部機械工学第２学科（現：機械機能工学科）・情報工学科の3･4年生が移転
2008年度　システム理工学部 生命科学科開設
2009年度　システム理工学部 数理科学科開設
2011年度　デザイン工学部 1年生 大宮キャンパス就学開始

教育／研究（研究室、実験室）

環境方針 環境目標（2013年度） 結果 部門

環境に係る教育カリ
キュラムの充実

環境教育科目の単位取得者数を5,500名とする 8,975名

工学部
システム理工学部
デザイン工学部

環境関連科目の単位取得者数を15,000名とする 19,527名

環境実践科目の単位取得者数を2,000名とする 2,181名

環境に係る研究活動
の推進

環境に関する学士論文、修士・博士論文の数を
80編とする 119編

工学部
システム理工学部
デザイン工学部
先端工学研究機構

教員の環境に関する研究論文および口頭発表の数
を100以上とする 101件

環境汚染の防止

薬品等の保管量の状況を年２回（９月、３月）調
査する 年２回

生物実験の実験計画書の提出状況を年1回（4月）
確認する 年1回

共通

環境方針 環境目標（2013年度） 結果 部門

省エネルギー

床面積あたりエネルギー使用量を2003年度実績
よりも15％削減する 14.9%削減 全部門

床面積あたりCO2排出量を2003年度実績よりも
15％削減する 18%削減

（学生寮以外）

省資源

上水使用量年間総量を2003年度実績より15％削
減する 22.2%削減

履修者あたりの紙の年間使用量を2009年度実績
以下に抑える 2.3%削減

廃棄物減量

1人あたり年間廃棄物排出量を年間20kg以下に抑
える 16.3kg

リサイクル率を年間55%以上とする 60.0%

諸活動の開示 環境関連情報を教職員・学生などに対し月１回提
供する 月１回

学事部
自然の効用の維持・
生き物への配慮

キャンパス全体の緑被率を2012年度の状態を維
持する 増減無し　

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成

達　成
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学
生
の
主
体
性・

自
主
性
を
生
か
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

３
．環
境
負
荷
低
減
活
動
の
現
状
と
課
題

　

こ
の
環
境
方
針
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
環
境
目
的・

目
標
を

図
表
１
に
示
す２。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
運
用
開
始
以
来
、
新
学
部
、
新
学
科
の

増
設
に
よ
っ
て
学
生
数
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
新
２
号
館
や

６
号
館
の
新
築
お
よ
び
既
存
棟
の
増
設・

改
修
を
繰
り
返
し
て
き

た
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
冷
暖
房
や
水
道
設
備
の
高
効
率
化
や
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
２
排�

出
量
は
総
量
と
し
て
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
床
面
積
あ
た
り

で
は
２
０
０
３
年
度
比
15
％
削
減
と
い
う
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て

お
り
、
上
水
道
使
用
量
は
総
量
を
２
割
以
上
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
負
荷
低
減
を
推
進
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
実
行
し
て
い
る
。
Ｐ
（
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
と
Ｄ
（
ｄ
ｏ
）

に
関
し
て
は
、
環
境
管
理
総
括
者
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
長
を
兼
務

す
る
副
学
長
）
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
環
境
委
員
会
お
よ
び
環
境
改

善
委
員
会
で
目
標
な
ど
の
監
視
測
定
結
果
の
把
握
や
実
施
計
画
の

立
案
、
環
境
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
、
著
し
い
環
境
側
面
の
抽

出
や
法
規
制
等
登
録
簿
の
改
正
な
ど
を
行
っ
て
い
る３。
Ｃ
（
ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
）
に
関
し
て
は
、
９
月
と
３
月
の
年
２
回
、
審
査
登
録
機

関
の
審
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
９
月
に
実
施
す
る
監
査
員
養
成

講
座
を
修
了
し
た
教
職
員・

学
生
か
ら
な
る
監
査
チ
ー
ム
が
、
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
内
部
環
境
監
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
に
よ
っ
て
一
定
の
成
果
は
挙
げ
て
き
た
が
、

年
を
経
る
に
従
っ
て
取
り
組
む
教
職
員
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
環
境
委
員
会
と
環
境
改
善
委
員
会
の
開
催
数
を
減
ら
し

て
両
者
を
合
同
委
員
会
の
形
で
開
催
し
、
負
担
を
減
ら
す
工
夫
を

し
て
い
る
が
、
活
動
の
停
滞
感
や
マ
ン
ネ
リ
化
の
印
象
を
ぬ
ぐ
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

４
．教
育
活
動
の
現
状
と
課
題

　

本
学
は
工
学
部
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の

３
学
部
に
理
工
学
研
究
科
と
専
門
職
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
の
２
つ
の
大
学

院
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
貫
教

育
を
行
っ
て
い
る
の
は
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
で
あ
る
。
図
表
２
に

示
し
た
よ
う
な
３
種
類
の
環
境
科
目
を
設
定
し
、
単
位
修
得
者
数

を
環
境
目
的・

目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
教
員
は
シ
ラ
バ
ス
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
力
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
環
境
科
目
区
分
を
入

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
指
定
科
目
数
は
、

新
学
部・

学
科
創
設
の
影
響
も
あ
っ
て
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

行
動
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
環
境
実
践
科
目
」
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
教
え
る
科
目
は
、
筆
者
が
担
当

す
る
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
論
」「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
演
習
」
が
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に
あ

る
の
み
で
あ
る
。

５
．学
生
の
環
境
活
動

　

学
生
の
環
境
活
動
は
、
学
生
自
治
組
織
と
サ
ー
ク
ル
活
動
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
す
る４。

①　

学
生
自
治
組
織

　

学
生
自
治
組
織
は
工
学
部
学
生
会
と
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
学
生

自
治
会
の
２
つ
が
あ
り
、
両
団
体
の
モ
ラ
ル
局
は
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
モ
ラ
ル
向
上
週
間
を
設
け
、
喫
煙
マ
ナ
ー

や
ゴ
ミ
分
別
の
呼
び
か
け
、
大
学
敷
地
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て

い
る
。
大
学
生
協
の
学
生
組
織
で
あ
る
生
協
学
生
委
員
会
は
、
４

つ
の
部
署
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
環
境
分
科
会

で
は
食
堂
横
に
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
、
食
堂
の

冷
房
費
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
リ・

リ
パ
ッ
ク５を
毎
週
木
曜
日

に
回
収
し
て
い
る
。

②　

主
な
環
境
関
連
サ
ー
ク
ル

　
「
石
垣
島
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
石
垣
島
の
サ
ン

ゴ
の
白
化・

死
滅
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
耕
土
流
出
に
着
目
し
、

図表２　環境科目の区分

１　

環
境
実
践
科
目

環
境
教
育
割
合
が
１
０
０
％
で
あ
り
、
か
つ
環
境
に
関

連
し
た
〝
も
の
づ
く
り
〟〝
ま
ち
づ
く
り
〟
や
社
会
貢
献

を
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
修
得
を

目
的
と
す
る
科
目
。
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
実
践
そ
の
も

の
を
目
的
と
し
て
お
り
、
学
生
が
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の

内
外
で
、
電
気・

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
資

源
の
消
費
、
ゴ
ミ
の
排
出
な
ど
の
環
境
負
荷
を
抑
制
す

る
行
動
を
促
進
す
る
科
目
。

２　

環
境
教
育
科
目

環
境
教
育
割
合
が
30
％
以
上
99
％
以
下
で
あ
り
、
か
つ

授
業
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
環
境
へ
の
有
益
面
あ
る
い

は
環
境
負
荷
な
ど
環
境
を
主
題
と
し
て
お
り
、
内
容
と

し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
、
自

然
と
の
共
生
な
ど
を
扱
う
科
目
。

３　

環
境
関
連
科
目

環
境
教
育
割
合
が
１
％
以
上
30
％
未
満
で
あ
り
、
か
つ

授
業
計
画
の
一
部
に
、
環
境
へ
の
有
益
面
あ
る
い
は
環

境
負
荷
に
つ
い
て
の
記
述
を
有
し
て
い
る
科
目
。
主
に

心
理
環
境
、
都
市
工
学
、
住
宅
設
計
な
ど
で
、
景
観
、

都
市
な
ど
の
周
辺
を
扱
い
、
生
物
な
ど
に
関
わ
る
直
接

の
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
主
題
を
扱
っ
た
科
目
も
含
む
。
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こ
れ
ま
で
に
地
産
地
消
マ
ッ
プ
の
作
成・

配
布
、
サ
ン
ゴ
礁

保
全
に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
小
学
生
な
ど

の
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
活
動
な
ど
を
展
開
し
て

お
り
、
全
国
大
学
生
環
境
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
て

い
る
。「
場
助
っ
人
」
は
、
初
期
は
埼
玉
県
内
に
お
け
る
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
た
が
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
エ

コ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
合
併
し
、
近
年
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
、
雑
木
林
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
子

ど
も
向
け
工
作
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｎ

ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
ｓ
）」
は
、
ト
ン
ボ
の
生
態
観
察
や
生
息
地
保

護
を
目
的
と
し
て
、
５
号
館
の
前
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
管

理
し
て
い
る
。

６
．成
果
と
課
題

　

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
毎
年
11
月
に
「
環
境
強
化
週
間
」

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
直
後
に
全
教
職
員
と
学
生
約
２
０

０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｅ

Ｍ
Ｓ
の
一
連
の
活
動
の
成
果
を
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
把
握

し
て
み
た
い
。

　

図
表
３
は
２
０
０
５
～
２
０
１
４
年
の
学
生
の
環
境
意

識・

行
動
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
ゴ
ミ
の
分
別
」

「
両
面
印
刷
」「
電
気
な
ど
を
こ
ま
め
に
消
す
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
行
動
の
実
践
率
は
７
～
９
割
と
高
く
、
ま
た
年
々
増
加
し
て
い

る
。
一
方
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
の
認
知
度
」「
環
境
科
目
の

認
知
度
」「
環
境
科
目
の
意
識
的
履
修
」
は
２
～
３
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
「
ｌ
Ｓ
０
１
４
０
０
１
の
認
知
度
」「
環
境
方
針

内
容
の
認
知
度
」「
目
的・

目
標
の
内
容
認
知
度
」
に
至
っ
て
は
、

認
知
率
が
１
割
前
後
と
極
め
て
低
い
。
さ
ら
に
、「
ｌ
Ｓ
０
１
４
０

０
１
の
認
知
度
」「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
の
認
知
度
」「
環
境

方
針
内
容
の
認
知
度
」
は
、
２
０
０
５
年
に
比
べ
て
約
半
分
に
低

下
し
て
い
る
。「
目
的・

目
標
の
内
容
認
知
度
」
は
５
割
以
上
増
加

し
た
年
も
あ
っ
た
が
、
最
近
の
２
年
で
２
割
近
く
減
少
し
て
い
る
。

「
環
境
強
化
週
間
の
認
知
度
」
は
、年
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
行
動
の
改
善
は
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
導
入
に
よ
る
効
果
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
教

育
の
充
実
や
社
会
情
勢
の
変
化
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
る
。
押
し
つ
け
で
は
な
い
主
体
的
な
活
動
を
尊
重
し
つ

つ
、
環
境
目
標
を
意
識
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
営
め
る
よ
う

な
工
夫
が
一
層
必
要
で
あ
る
。

７
．む
す
び

　

本
稿
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
の
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
運
用
状
況
と
教
育
研
究
の
状
況

の
２
面
か
ら
概
観
し
、
環
境
負
荷
低
減
と
教
育
面
で
一
定
の
成
果

を
挙
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
近
年
は
マ
ン
ネ
リ
化
や
活
動
の
停
滞

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
規
格
に
準
拠

し
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
外
部
審
査
方
式
の
限
界
も
感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
大
学
の
環
境
活
動
の
特
色
や
役
割
を
問
い
直
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を

抜
本
的
に
見
直
す
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
学
生
の
環
境
意
識・

行
動
の
向
上
や
環
境
保
全
型
社
会
づ
く
り
に
一
層
貢
献
で
き
る
よ

う
、
新
た
な
仕
組
み
を
模
索
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。�

１　

環
境
方
針
は
下
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

�
http://w

w
w
.shibaura-it.ac.jp/about/environm

ent/�
iso-14001/r7u3rf0000002tnr-att/m

fpbut0000000nfg.pdf

２　

環
境
報
告
書
２
０
１
４
年
版
に
よ
る
。

�
http://w

w
w
.shibaura-it.ac.jp/about/environm

ent/�
iso-14001/report.htm

l

３　

組
織
体
制
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

�
http://w

w
w
.shibaura-it.ac.jp/about/environm

ent/�
iso-14001/r7u3rf0000002tnr-att/m

fpbut0000000ne8.pdf

４　

詳
し
く
は
前
出
の
環
境
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

５�　

リ・

リ
パ
ッ
ク
と
は
㈱
ヨ
コ
タ
東
北
が
製
造
す
る
再
生・

再
資

源
化
が
可
能
な
食
品
容
器
の
こ
と
。
容
器
に
フ
ィ
ル
ム
が
貼
ら
れ

て
お
り
、
使
用
後
は
フ
ィ
ル
ム
を
剥
が
し
て
か
ら
容
器
を
回
収
す

る
も
の
。

図表３　アンケート調査結果による学生の環境意識・行動の推移
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